
仕  様  書

1． 件 名： 双眼実体顕微鏡及び撮影・計測装置の購入

2． 数 量： 一式

3． 納入期限： 令和７年３月 21 日

4． 納入場所:   大阪府寝屋川市木屋元町 10-4

        地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センター

        １階 実験室１

        

5． 使用目的

・マイクロプラスチックの実態及び生態系への影響調査 (MPs 試料の計測)

・特定外来生物の被害に関するデータ収集 (マダニ同定・係数)

・生物多様性モニタリングの充実 (標本情報のデジタル化)

・野生鳥獣の被害に関するデータ収集 (魚病診断・プランクトン同定)

6． 構成

・実体顕微鏡本体（三眼鏡筒・接眼レンズ・対物レンズ・リレーレンズ・各種アダプタ）

・可視光源：同軸（顕微鏡一体型）落射光源、透過光ベース、LED 光源

・電動フォーカスユニット

・撮影計測装置（Cマウント対応デジタルカメラ・各種ケーブル・制御ソフトウェア）

・制御ソフトウェアインストール用 PC

・LED 蛍光光源装置

7. 仕  様

各部の仕様については以下の通り。

7－1 実体顕微鏡本体

a. 実体顕微鏡 SMZ18

b. 傾角鏡筒 P2-TERG 100

c. 接眼ﾚﾝｽﾞ C-W10XB（ 2）

d. ﾌｫｰｶｽﾏｳﾝﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ P2-FM

e. 対物ﾚﾝｽﾞ P2-SHR Plan Apo 1X

7－2 可視光源

a. LED 透過ﾍﾞｰｽ

b. ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ A

c. C-0.55x DS ﾘﾚｰﾚﾝｽﾞ 0.55x

d. 同軸照明用 1/4 波長板 1X P2-CIA QL1X

e. 同軸落射照明装置 P2-CIA

f. ﾌｧｲﾊﾞｰ用 LED 光源

7－3 電動フォーカスユニット



a. 電動ﾌｫｰｶｽﾕﾆｯﾄ P2-MFU

7－4 撮影計測装置

a. DS-Fi3 ｾｯﾄ

b. NIS-A AMEAS (撮影・計測ソフトウェア)

c. NIS-A EDF module (焦点画像合成オプション)

7－5 制御ソフトウェアインストール用コンピュータ

a. PC 本体 (参考機種例参照)

以下を要件とする(実体顕微鏡の製造元により制御ソフトウェアインストール用に提供されている

コンピュータと同等もしくはそれ以上の性能を指定)

・第 13 世代以降の Intel 社製 Core i5・TDP65W モデル以上の演算能力を有する CPU (i7 13700, i7

14700 を想定)

・DDR5 メモリ 32GB 以上

・Microsoft Windows11 pro OS

・筐体厚み（外寸縦横高さのうち最短辺）12 cm 未満

・容量 500GB 以上の SSD (もしくは HDD)を C ドライブとして搭載

・Microsoft Office Home and Business 2024、もしくは同 2021 を同梱

b. ディスプレイ (参考機種例参照)

・対角寸法 24 インチ前後（21 インチ以上 27 インチ以下）

・FullHD (1920x1080) 解像度以上

7－6 LED 蛍光光源

a. 蛍光 LED光源 D-LEDI

b. AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 4-AC

c. 電源ｺｰﾄﾞ BJ

d. 2極電源ｿｹｯﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

8．標記一式の組付および操作の講習（技術者派遣）

当研究所が準備、整備した設置環境以外に必要な場合は受注者が負担すること。制御ソフトウェアのイ

ンストール時にネットワーク接続環境を要するため、実体顕微鏡の納品に先行してコンピュータ類を納

品すること。

8．担当者

     地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所

     環境研究部 自然環境グループ TEL 072-833-2770

9．その他

   (1) 機器の搬入、据え付け及びそれに伴う工事を行うにあたっては、事前にスケジュール調整のうえ、

担当職員の指示に従い行うこと。

   (2) 納品後、据付調整を行い、担当職員の立会いのもと仕様書通り正常に稼働できることを確認する。

異常が認められた場合は、納入者の負担で速やかに機器の改善又は部品の交換を行い、調整を行う

こと。検査方法等については、担当職員の指示に従うものとする。

   (3) 当該機器の構造、操作方法及びメンテナンスについて、大阪府立環境農林水産総合研究所職員に対



して必要な研修を行うこと。また、操作マニュアル（日本語版）を電子媒体あるいは冊子で提供す

ること。

   (4) 納品後 1年間は、無償保証期間とすること。

   (5) 当該機器について、メーカー等によるアフターサービス、メンテナンス体制が整備されていること。

速やかにサポートを受けられる体制があり、専任技術者が数日以内に修理対応すること。

   (6) 納品等において、建物等へ損傷を与えた場合は、納入者の負担において現状に戻すものとする。

   (7) 納入において車両を使用する場合は、大阪府生活環境の保全等に関する条例第 40 条の 15 に規定す

る車種規制適合車等の使用義務を遵守すること。

   (8) 納品作業時間帯は平日午前 9時から午後 5時 30 分までとする。

   (9) その他、本仕様に定めのない事項で疑義が生じたときは、担当職員と協議し、その指示によること。

10．参考機種例

・実体顕微鏡一式 ･･･ ㈱ニコンソリューションズ 実体顕微鏡 SMZ18 一式

  ・制御ソフトウェアインストール用コンピュータ ･･･ 次頁以降参照



コンピュータ本体

周辺機器



ディスプレイ


